
　　　　　　　　　　　　　　　　【学校教育課】

終  了 廃  止 休  止 継  続 現状
維持

改革
改善

目　 的
再設定

有効性
改   善

統廃合
連   携

効率性
改   善

公平性
改   善

内部評価 ○ ○

評価委員 ◎ ◎

内部評価 ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎

〇特別な配慮を必要とする児童生徒が増加の傾向に
あり、教育現場からのニーズに応えるためにも継続す
べき事業と評価する。児童生徒への支援方針を共通
理解するための研修会や、担任との情報交換が出来
る時間を設け、学校の円滑な運営が図れるよう工夫す
る等の改善を望みます。また、報酬額の見直しを検討
し、補助員募集も広範囲に周知し、より良い教育補助
員を確保していただきたい。

2
一般職非常勤職員任用事
業（教育補助員）

○平成２５年度市内小中学校１６校のうち、１０校のみ
県費負担非常勤講師が加配され、残り６校のうちの２
校をこの事業（市費）で補っている。加配配置のない
学校がまだ４校残っている事から全校配置が望まし
い。1

学校活性化支援非常勤講
師配置事業

平成26年度教育委員会事務点検評価表　一覧表（25年度実績：点検評価委員評価）               

番号 事　務　事　業　名 評価区分

今後の事業の方向性（複数選択可）

点検評価委員の意見

学校教育課



　　　　　　　　　　　　　　　　【生涯学習課】

終  了 廃  止 休  止 継  続 現状
維持

改革
改善

目　 的
再設定

有効性
改   善

統廃合
連   携

効率性
改   善

公平性
改   善

内部評価 ○ ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎ ◎ ◎

内部評価 ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎

3 こども伝統文化教室

○伝統文化の保存・継承を図るための後継者育成を
目的とした事業として、統廃合や他の事業と連携して
でも継続すべき事業と評価する。指導者の高齢化が
懸念されているので、地域の民俗芸能が絶えることの
無いよう、地域市民の保存意識が向上するよう事業内
容を工夫されたい。中学生の参加が少ないので、関
係機関との連携も必要と思われる。

4 藍工房管理運営事業

○江戸時代末期から続く真壁藍の伝統的染色法の技
術を継承していくためにも、継続していく事業と評価す
る。会員が減少しているのは問題であるが、自主活動
を目指しているのであれば、市の負担も少なくなるの
で、経営面をもう少し工夫し早期に目標達成してほし
い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　【文化財課】

終  了 廃  止 休  止 継  続 現状
維持

改革
改善

目　 的
再設定

有効性
改   善

統廃合
連   携

効率性
改   善

公平性
改   善

内部評価 ○ ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎ ◎ ◎

内部評価 ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎ ◎

5
国指定史跡真壁城跡保存
整備事業

○平成２５年度には水堀に水生植物を植栽する等、
一部事業成果は評価できるが、整備期間が長期であ
るため、部分的にも公開出来るよう検討願いたい。史
跡真壁城跡整備計画に基づき、完成に向けて事業の
遂行を希望する。

6 歴史資料館運営事業

○桜川市の歴史文化を市内外へ広く紹介していくた
めにも、事業の継続が望ましい。子どものころから郷土
愛を育むため、学芸員の出前講座を活用して関係機
関との連携をより深めてほしい。
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　　　　　　　　　　　　　【スポーツ振興課】

終  了 廃  止 休  止 継  続 現状
維持

改革
改善

目　 的
再設定

有効性
改   善

統廃合
連   携

効率性
改   善

公平性
改   善

内部評価 ○ ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎ ◎ ◎

内部評価 ○ ○ ○ ○

評価委員 ◎ ◎

7 区体力づくり推進助成事業

○助成金の申請地区に偏りがみられ、公平性に欠く
が、事業を廃止または終了すると、年間行事として継
続している地区に大きく影響を及ぼすと考えられる。そ
こで他部局と連携し、健康面からスポーツに取り組む
ような事業に切り替えるとか、助成金の交付に期限を
設ける等、基準の見直しを含め改革改善を要望する。

8 桜川市スキー教室事業

○近年参加申し込み者が増加し、希望者全員を参加
させるのであれば、受益者負担割合を検討する必要
がある。スポーツをする機会を拡充するための事業で
あるので、継続事業として事業運営の改革改善を要
望する。
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